
その非
線形性の大小とともに波長分散値の変化がその度合いに影響を
与える。そのためファイバ全長にわたって均一な波長分散値で
あることが求められる。しかし光ファイバは母材の安定性や線
引時の変化など製造過程の不確定性により，長手方向に波長

分散特性の変動が生じてしまう。そのため光ファイバ長手方向
の波長分散値の分布状態を非破壊で評価する手段が求められて
おり，
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イドラ光の強度がその位相差に応じて変化する。そこでアイド
ラ光の後方散乱光の時間的強度変動を観測し強度変化の周期を
見積もることにより波長分散を求めることができる。










